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肝・胆道シンチグラムの定量的解析による胃

全摘後postcibal　asynchronismの観察
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　胃癌に対して胃全摘術を施行し，Roux－en－Y法

で再建した症例にっき，99mTc－Pyridoxylideneiso

leucineを用いた肝・胆道シンチグラフィーを施

行，カメラにon－1ineにてコンピューターを接続

しそのRIイメージを記録，後にこれを再生して

各ROIにおけるtime－activity　curveを求め，ま

た肝の代謝率をみるため肝RI活性の減衰曲線よ

りK値を算出した．胃全摘施行後数か月では，K

値はやや低下しており，術後1年半以後に正常化

した．シンチグラムでは，術後数か月以内は胆嚢

の腫大と，総胆管，十二指腸下行部の拡張が特徴

的に出現し，これらの領域に著明なRI活性の集

積が認められた．この原因としては胃全摘に伴う

幹迷切と十二指腸空置などによるpost　cibal　asyn－

chronismが考えられるが，これらの現象は術後早

期における消化吸収障害にかなり関係しているも

のと考えられた．術後1年半以上経過すると胆汁

排泄は正常化することより，この機能回復には

hormonalな効果も関与していると推察された．

8．99mTc－IDAの基礎的，臨床的検討
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　新しく開発された肝・胆道系シンチ製剤ggmTc－

IDA（N（2．6　diethyl　acetamilido－）imino－diacetic

acid）の基礎的，臨床的検討を行なった．

　キットの指示に従って調整し，薄層クロマトグ

ラフで標識率を検定した．放射活性は，ほぼ単一

のピークを示し，極めて良好な標識率が認められ

た．マウスを使用した実験では，投与5分後です

でに大部分が胆嚢に移行しており，単位重量当た

りの放射活性は，血中の100倍以上を示し，胆道

系への移行が極めて速く，優秀な製剤と考えられ

た．

　臨床的検討は20例を対象に実施した．正常例で

は投与後5分で総胆管が明瞭に描出され，腸管へ

の流出もわずかにみられ，10分後には胆嚢が描出

され始め，60分後には肝臓は，ほとんどみられな

くなってしまう．尿中への排泄率は2．989t、と非常

に少量であった．肝臓の代謝率は3．47％／minで

あった．

　この代謝率Kは，血中のTotal　Bilirubin値（r・＝

－
0．746，P＜0．005）およびAlk－Pase値（r－－O．898，

p＜0．005）と極めて有意な負の相関関係を示した．

　99mTc－IDAは，簡単な調整で非常によい標識率

の製剤が得られる．尿中への排泄率も少なく，肝

臓より胆道系への移行もきわめて良好で，すぐれ

た肝胆道系シンチ製剤であると考えられた．
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